
　財務諸表に対する注記　

１．重要な会計方針

（１）有価証券の評価基準及び評価方法

　　　満期保有目的の債券は償却原価法（定額法）によっている。但し、取得価額と債券金額の差異に

　　ついて重要性が乏しい債券については、これを適用しない。

（２）固定資産の減価償却の方法

　　　定率法によっている。

（３）引当金の計上基準

　　　賞与引当金は、従業員に対する賞与の支給分に備えるため、支給見込額のうち当期に帰属する額

　　を計上している。

　　　退職給付引当金は、給与規程等にもとづき、従業員の期末退職金の要支給額に相当する金額を計

　　上している。　　

（４）消費税等の会計処理

　　　消費税等の会計処理は、税込方式によっている。

２．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

　　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。 （単位：円）

科　　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

　基本財産

　　預金 11,027,600 391,500 471,500 10,947,600

　　投資有価証券 988,972,400 200,000,000 199,920,000 989,052,400

小　　　計 1,000,000,000 200,391,500 200,391,500 1,000,000,000

　特定資産

　　退職給付引当資産 20,249,974 1,955,709 4,042 22,201,641

　　運営強化資産 110,000,000 22,045 22,045 110,000,000

　　中部圏統計分析事業引当資産 169,472,615 10,634 20,529,939 148,953,310

　　航空事業引当資産 90,671,447 8,779 14,008,779 76,671,447

小　　　計 390,394,036 1,997,167 34,564,805 357,826,398

合　　　計 1,390,394,036 202,388,667 234,956,305 1,357,826,398

３．基本財産及び特定資産の財源等の内訳

　　基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。 （単位：円）

科　　　目 当期末残高
（うち指定正味財産
からの充当額）

（うち一般正味財産
からの充当額）

（うち負債に
　　対応する額）

　基本財産

　　預金 10,947,600 (10,947,600) － －

　　投資有価証券 989,052,400 (989,052,400) － －

小　　　計 1,000,000,000 (1,000,000,000) － －

　特定資産

　　退職給付引当資産 22,201,641 － － (22,201,641)

　　運営強化資産 110,000,000 (110,000,000) － －

　　中部圏統計分析事業引当資産 148,953,310 (60,000,000) (88,953,310) －

　　航空事業引当資産 76,671,447 (76,671,447) － －

小　　　計 357,826,398 (246,671,447) (88,953,310) (22,201,641)

合　　　計 1,357,826,398 (1,246,671,447) (88,953,310) (22,201,641)



４．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

　　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

（単位：円）

科　　　目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高

　建物 7,280,178 5,254,362 2,025,816

　什器備品 1,999,116 1,706,517 292,599

合　　　計 9,279,294 6,960,879 2,318,415

５．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

　　満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、次のとおりである。

（単位：円）

種類及び銘柄 帳簿価額 時　　価 評価損益

　ｵｰｽﾄﾗﾘｱｺﾓﾝｳｪﾙｽﾞ債 200,000,000 203,060,000 3,060,000

　第60回利付国債 109,943,900 120,197,000 10,253,100

　ﾒﾘﾙﾘﾝﾁ･ｱﾝﾄﾞ･ｶﾝﾊﾟﾆｰ･ｲﾝｸ第1回円貨社債 89,500,000 104,000,000 14,500,000

  第15回武田薬品工業株式会社無担保社債 100,000,000 102,353,000 2,353,000

  第37回株式会社日本政策投資銀行無担保社債 100,000,000 100,983,800 983,800

　第16回中部国際空港債券 100,000,000 100,440,000 440,000

　第62回大阪府公募公債 50,000,000 50,035,000 35,000

　第10回国際協力機構債 50,000,000 50,090,000 90,000

　平成24年度第1回あいち県民債 50,000,000 49,996,000 ▲4,000

  平成25年度第1回あいち県民債 30,000,000 30,120,000 120,000

  静岡県公募公債(平成25年度第3回) 29,608,500 30,693,000 1,084,500

  第11回なごやか市民債 30,000,000 30,024,000 24,000

　ＳＭＢＣ日興証券㈱公社債 100,000,000 96,940,000 ▲3,060,000

　中日本高速道路㈱第57回社債 100,000,000 100,470,000 470,000

合　　　計 1,139,052,400 1,169,401,800 30,349,400

６．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

　　指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）

内　　　容 金　　額

　経常収益への振替額

　　目的達成による指定解除額 14,000,000

合　　　計 14,000,000


